
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（｢

お
か
え
り
」
で 

家
族
の
空
気 

察
知
す
る
）
（
こ
の
散
歩 

ケ
ー
キ
一
つ
で 

チ
ャ
ラ
と
な
る) 

（
横
書
き
の 

名
刺
も
や
っ
ぱ
り 
縦
社
会
） 

（
褒
め
た
の
に 

別
に
と
言
わ
れ 

腹
が
立
ち
） 

福
を
お
祈
り
し
、
会
場
全

体
で
黙
と
う
が
さ
さ
げ
さ

れ
た
。 

 

長
岡
地
区
大
会
は
、
新

田
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
副
委
員
長

の
メ
ー
デ
ー
起
源
の
朗
読

で
開
会
し
た
。 

 

第

82
回
メ
ー
デ
ー
の

県
統
一
テ
ー
マ
は｢

希

望
・
安

心

｣
。
挨

拶

に
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今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

避
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

に
鑑
み
デ
モ
行
進
を
中
止

し
、
長
岡
市
立
劇
場
大

ホ
ー
ル
で
地
区
大
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
地
区
大

会
開
催
に
先
立
ち
、
こ
の

度
の
大
震
災
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥

 

 

第

82

回

長

岡

地

区

メ
ー
デ
ー
大
会
の
地
域
貢

献
は
社
会
貢
献
企
画
と

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
米
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

活
動
支
援
金

20
万
円
が

豊
永
事
務
局
長
へ
手
渡
さ

れ
た
。
同
法
人
は
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
津

波
に
よ
る｢

東
日
本
大
震

災｣

翌
12
日
か
ら
宮
城
県

や
福
島
県
に
透
析
患
者

用
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
用

の
食
料
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の

粉
ミ
ル
ク
な
ど
を
届
け
る

活
動
を
し
て
い
る
。 

 

豊
永
事
務
局
長
か
ら
は

｢

連
合
を
通
じ
支
援
活
動

拠
点
が
設
置
で
き
た
。
全

国
の
仲
間
に
報
告
し
た

い｣

等
と
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

さ
れ
、
岩
手
・
宮
城
・
福

島
に
お
け
る
現
状
と
連
合

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
と

し
て
復
興
に
全
力
を
あ
げ

る
決
意
が
報
告
さ
れ
た
。

活
を
送
る
た
め
に｣

①
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
を
し

て
み
よ
う
、
②
怒
り
の
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

等
と
体
験
を
交
え
説
得
力

の
あ
る
講
演
が
さ
れ
、
最

後
に
信
じ
れ
ば
何
で
も
で

き
る｢

右
手
よ
伸
び
ろ
！

右
手
よ
伸
び
ろ
！
右
手
よ

伸
び
ろ
！｣

で
会
場
を
大

い
に
沸
か
せ
た
。 

界
を
つ
く
ろ
う｣

と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
連
合
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
会
ア
ピ
ー
ル
が
朗
読 

 
 

 

第
２
部
記
念
講
演
は
、

｢

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
と
ゆ
と
り
あ
る
生
活｣

と
題
し
て
、
キ
テ
ィ
こ
う

ぞ
う
氏(

㈱
ア
ド
バ
ン

テ
ッ
ジ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト)

に
よ
る
講
演
が

な
さ
れ
た
。 

 

キ
テ
ィ
氏
は
、
名
鉄
百

貨
店
労
働
組
合
執
行
委
員

長
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。 

 

講
師
か
ら
は
、
職
場
に

お
け
る｢

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
つ
い
て｣

①
ス 

ト
レ
ス
は
人
に
よ
っ
て
感

じ
方
が
違
う
、
②
自
分
が

職
場
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

な
る
、
③
相
談
し
や
す
い

雰
囲
気
を
つ
く
る
。｢

ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
快
適
生

立
っ
た
矢
島
実
行
委
員
長

は｢

東
日
本
大
震
災
に
鑑

み
、
デ
モ
行
進
は
自
粛

し
、
こ
れ
に
よ
る
節
減
分

を
震
災
義
援
金
に
回
す
こ

と
と
し
た
。
連
合
と
し
て

出
来
る
支
援
活
動
を
進
め

よ
う
。
大
災
害
に
よ
り
労

働
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は

在
っ
て
は
な
ら
な
い
」
等

と
主
催
者
挨
拶
。
続
い
て

来
賓
挨
拶
で
は
、
佐
藤
光

雄
連
合
新
潟
副
会
長
と
森

民
夫
長
岡
市
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

社
会
の
絆
、
支
え
合
い

と
い
う
言
葉
が
真
の
意
味

で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

地
区
大
会
で
は｢

す
べ
て

の
働
く
者
の
連
帯
で
、
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
と
自
由
で
平
和
な
世
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連
合
中
越
地
協
内
に
お
い
て
第
82
回
地
区
メ
ー
デ
ー
大
会
が
、
長
岡
地
区

大
会
な
ら
び
に
中
越
地
協
各
６
支
部(

裏
面
参
照)

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
内
、
５
月
１
日(

日)

に
開
催
さ
れ
た
第
82
回
メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区
大
会

に
は
、
約
１
５
０
０
名
の
組
合
員
や
そ
の
家
族
が
、
長
岡
市
立
劇
場
へ
集
結

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

第82回長岡地区メーデー大会 

長岡市立劇場に１５００名が結集し大会 
連合中越地協各支部６会場でも地区大会開催 

ハ
ガ
キ
ク
イ
ズ
当
選
者 

応
募
総
数
１
７
２
中
４
点 

１
等
：
圧
力
鍋 

長
岡
市
職
労
五
井
芳
雄
様 

２
等
：
Ｇ
シ
ョ
ッ
ク 

長
岡
市
職
労
佐
藤
芳
博
様 

３
等
：
デ
ジ
カ
メ 

長
岡
市
職
労
五
井
美
恵
子
様 

４
等
：
す
し
券
１
万
円 

長
岡
市
職
労
長
島
大
輔
様 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

第
82
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
記
念
講
演 

｢

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
ゆ
と
り
あ
る
生
活｣

 

キ
テ
ィ 

こ
う
ぞ
う
氏 

第
82
回
記
念 

地
域
貢
献
事
業
発
表 

第
82
回
メ
ー
デ
ー 

花
い
っ
ぱ
い
抽
選
結
果 

１

等

労

福

協

友

好

の

旅 
｢

バ

ン

コ

ク

・

ア

ユ

タ

ヤ｣
 

下

４

桁

 

４

８

１

１ 

下

４

桁

 

５

２

９

７ 

労組旗に集合する参加者 

大
震
災
義
援
募
金 

会
場
入
口
で
行
っ
た
募

金
に
多
く
の
善
意
。 

合
計
７
４
８
２
０
円 

大抽選会で盛り上がる 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
定
年
の 

夫
に
我
が
城 

少
し
分
け
）
（
父
と
母 

ど
ち
ら
に
似
て
も 

い
や
が
る
子
）
（
バ
ー
ゲ
ン
は 

ほ
し
い
も
の
よ
り 

や
す
い
も
の
）
（
カ
ー
ナ
ビ
で 

道
に
迷
っ
て 

地
図
を
見
る) 
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第 8 2回メーデー各地区大会特集 

 見附地区82回メーデーは、連休初日の4月29日

に開催されました。当初会場を中央公民館と考

えていましたが、東日本大震災で避難所となり、なんとかネー

ブルみつけで式典をむかえることができました。 

 開会前の時間の中で受付脇に「カンパ箱」を設置し支援を呼

びかけました。開会時１分間の黙祷に始まり最後は支部長の団

結がんばろうで幕をとじました。 

 参加１１２名でした。２部ではチャリティ抽選が行なわれ、

寄付金として５月２２日の施設訪問ボランティアへ活用する予

定です。 

 5月1日（日）サンプラザにて小千谷支部の

第82回メーデーが開催されました。 

 当日は各労組より多くの方から参集していただき、400名以上

の参加が有りホールに入りきれない位の式典となりました。 

 最初に石坂実行委員長より主催者代表の挨拶があり、続いて

来賓より祝辞を頂きました。その後は小千谷支部恒例のお楽し

み抽選会が開催され、多数の方に豪華景品が当たりました。最

後は「団結がんばろう！」で締めくくりとなりました。 

 通年ならば各労組から出展されるプラカード審査と市内への

デモ行進を行なうのですが、本年度は小千谷市へ避難されてい

る被災者の方に配慮し中止としましたが、その代わりに会場内

入り口で募金箱を設け多くの義援金を集める事が出来ました。 

 今回、南魚沼地区は、連休初日の皆さん

が動きやすいときにという趣旨から、4月

29日に開催させていただ

きました。 

 東日本大震災の犠牲者

に対する黙祷を行い、デ

モ行進を除く例年通りの

式典とイベントを行った

ほか、震災に対する義捐

金の呼びかけも行い、そ

の額は22,606円となりました。 

 暗い報道の続く中、参加者の

元気いっぱいの行動は、見てい

るだけで明るい気持ちにさせて

いただきました。  

 栃尾支部は5月1日18:30より文化センターにおい

てメーデー集会を開催しました。 

 まず主催者を代表して坂井支部長より「東日本大震災で停電や物

資供給に停滞があり経済復興に時間がかかると見られている。そん

な中労働環境は相変わらず厳しい状況が続くばかりである。しかし

生活を守るためガンバッテいきましょう」と挨拶されました。 

 その後、衆議院議員菊田真紀子様より国政報告会を兼ねたご挨拶

がありました。来賓として長岡市栃尾市所長 諸橋長年様、労金長

岡支店 中村支店長、総合生協中越支局長 吉田支局長よりご挨拶を

いただきました。そして連合東北ブロック連絡会アピールを採択し

支部長よりの団結ガンバローで一部は終了しました。 

 ２部では恒例の生活応援大抽選会を盛大に開催し、皆さんから喜

んでいただきました。 

 5月1日曇り空の中、第82回北魚沼地区メー

デーが開催されました。 

 当日の参加者は、230名（家族等を含む）でした。今年は、東

日本大震災の影響もありデモ行進をしませんでしたが、各単組

から壇上に集まってもらい仕事の内容や・職場実態・抱えてい

る問題等のアピールをしていただきました。 

 その後、抽選会を行い、団結ガンバロウを三唱し、来年の開

催を確認し終了してきました。 

 5月1日（日）第82回十日町地区メーデー

が十日町市民体育館で開催されました。 

 当日は、雨のぱらつく肌寒い日でしたが、400人を越える組

合員が集まり盛大に開催されました。佐藤実行委員長は挨拶で

東日本大震災のカンパを呼びかけ、大勢の方からご協力をいた

だきました。 

 また、式典後のアトラクションでは、大抽選会と福まきを実

施し大いに盛り上がりました。 

小千谷支部 

南魚沼支部 

栃尾支部 

北魚沼支部 

十日町支部 

見附支部 




